
                           瑞浪市子ども発達支援センター 令和４年４月  

                          瑞浪市寺河戸町 1149番地の 1 tel： 67－2106                                      

 

さわやかな春風が吹く季節を迎え、令和 4 年度がスタートしました。今年度も、来所される保護者の方、

子どもたちが、楽しく、安心して過ごせるセンターを目指して、職員一同頑張ります。まだまだ新型コロナウ

イルスの影響もあり、感染拡大予防のご協力をお願いするばかりですが、感染拡大予防の徹底、そして、子ど

もたちがのびのびと成長できるような環境づくりを心がけて参ります。今年度もよろしくお願いします。 

《 ４ 月 の 行 事 予 定 》 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１３日（水） 放課後等デイサービス 

２０日（水） 放課後等デイサービス 

２７日（水） 放課後等デイサービス 

セ ン タ ー だ よ り ４月号 

 

 

 

 

 

 

 

＜ 令和 4年度 行事予定 ＞ 

＊夏祭り遊び ・・ ８月１5～19日 

＊親子バス遠足・・ １０月２９日（土） 

＊クリスマス会・・ １２月２１日（水） 

＊修了式 ・・・・  ３月２７日（月） 

※状況により、行事の内容等に変更が生じることがありま

す。その都度、おたよりなどでご案内させて頂きます。 

＜通所にあたってのお願い＞ 

１ 指導をお休みされる場合や、遅れる場合には、事前に連絡をしてください。（６７－２１０６） 

 やむを得ない事情がある等、連絡ができなかった場合は、後日連絡をお願いします。 

２ 子どもさんの体調について、何か変わった事があれば、職員までお知らせください。 

（入館されるときには、来所時の健康・体温チェックと消毒をお願いします。） 

 ３ 通所児や、その家族がコロナウイルス感染陽性となった場合や、PCR検査を受ける事になった場合 

は、その時点でセンターまでご連絡をお願いします。（検査については結果報告もお願いします。） 

    ＜駐車場の利用について＞ 

１ 車の乗り降りには、充分に気をつけてください。必ず手を繋いで移動してください。 

２ 駐車場で電車を見る時は、子どもさんが駐車場を走り回らないよう注意してください。 

３ 子どもさんが車に乗るまで、目を離さないようにして下さい。 

   ※子どもさんの安全に関わる事です。ご協力よろしくお願いします。     

 

  
～ 就学に向けての取り組みについて ～ 

 

「就学についての学習会」  ５月１８日（水）10時～  

教育委員会の先生、小学校の教頭先生のお話を聴きます。 

「保護者の学校見学」 ※６月中を予定しています。 

訪問希望の学校などありましたら、担当までお知らせください。 

（１年生の授業、特別支援学級、通級教室、特別支援学校等の見学を予定しています。） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆親の会より・・・【空気清浄機】    ◆近藤先生より・・・親の会に 【整理用コンテナ ５セット】 

                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4年度 子ども発達支援センターぽけっとの職員です。1年間、よろしくお願いします。 

 

＜ 施設長 ＞   加藤 誠二 （事務局長兼務） 

通所支援 担当職員   今年も元気いっぱいのみんなと遊べることを楽しみにしています！ 

＜発達支援管理責任者＞ 酒井 由香  

＜ 指導員  ＞  成田 彩乃  酒井 彩雅   井澤  忍   小玉 香織 

   河野 えみ   塚本 弓枝   和田 優実（相談室兼務）  

相談支援 担当職員    子どもさんの様子、ご家庭の様子などたくさん聞かせて下さいね。 

＜相談支援専門員＞   小木曽
こ ぎ そ

 ひろみ  和田 優実（通所支援兼務） 

        ＜相談員＞      小木曽
お ぎ そ

 恵美   大嶋 美恵子 

 

～ 令和 ３年度 ・ 修了式を終えて ～ 

3月 2８日、20名の年長さんがセンターを修了されました。保護者の方や職員の見守る中、一人ひとりが

立派に修了証書を受け取りました。「ぽけっとで、楽しかったことは何ですか？」のインタビューに、「プー

ルで遊んだこと」「泡で遊んだこと」「トランポリン」などなど、それぞれが思い出に残ったことをお話して

くれました。そして、みんなで踊った「パプリカ」がとても微笑ましかったです。みんなで成長を喜び合う、

和やかな修了式になりました。保護者代表として、やすくんのお母さんよりご挨拶をして頂きました。ご自

分の経験や想いを語って下さいました。とても素敵なお話でしたので、皆さんにご紹介させて頂きます。 

  

「 修了生の皆さん、ご修了おめでとうございます。息子が初めてぽけっとを訪れたのは、2歳の誕生日

を過ぎた頃でした。発語が遅く、嫌な事や気に入らないことは、床に頭をゴンゴンと打ち付けることでしか

不快感を伝えることができませんでした。息子の思いを分かってあげたいのに分かってあげられないもどか

しさを抱え、藁にもすがる思いで通所を始めました。通所を始めた頃は、初めての場所、初めて会うお友達

に慣れず、泣いて怒ってばかりでした。泣いて暴れる息子を目の前にして、息子の抱える問題から目をそら

したくなってしまうこともありました。それでもぽけっとに通い、先生方と息子のやり取りを見たり、先生

とお話したりする中で、息子も伝えたいのに伝えられない歯がゆい思いを抱えているんだと徐々に理解でき

るようになりました。 

先生方に温かく見守られ、たくさんのお友達と過ごす中で、少しずつ発語が増え、今では「少し静かにし

てて」と思うほどおしゃべりが大好きなお兄ちゃんに成長しました。先生と一緒にお散歩に出かけて小さな

すべり台で遊んだこと、電車で恵那まで出かけおやつを買ったこと、部屋いっぱいにプラレールの線路を作

ったこと、遠足などの様々なイベントを経験できたことの一つ一つが息子や家族にとって大事な思い出で

す。息子にとって、ぽけっとの先生は自分の気持ちを代弁し、理解してくれる大きな味方でした。そして私

たちのような悩みを抱える親にとって、ぽけっとの先生方は一緒に悩み、喜び、時には励まし、時には背中

を押してくれる一番近くにいる応援団のようでした。そしてぽけっとという場所は、その名の通り、広くて

深くて温かい、居心地の良い場所でした。ぽけっとに出会えたことが、私たちの大きな財産となり、これか

らの心の支えになります。ぽけっとでの学びと経験を胸に、これから新しい場所で新しい生活を始める息子

を応援していきたいと思います。 」 

 

☆修了記念として、コンビカー2台をセンターに寄贈して頂きました。とてもかっこよくて、子どもたち

がとても喜んでいます。大切に使わせて頂きます。ありがとうございました。 

 

 

 

 ☆ 修了記念として、コンビカー2台を頂きました。とてもカッコよく、子どもたちが喜んでいます。2階プレ

イルームに置かせて頂きました。みんなで大切に使わせてもらいます。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

４月からピカピカの新１年生。今までセンターで笑って、時には泣いて・・たくさん経験してきたことを

忘れずに小学校でも頑張ってください。職員一同、みんなの頑張りを応援しています(*^_^*) 

 

 


